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図９．いつから持っていたか－個人的空間「あり」の主婦の職業状態別
便宜性 家族との接触解放感 国あり・必要Ｎ=424なし.欲しい Ｎ=２３７
あり・不要 Ｎ=２１
なし．欲しくないＮ=go
一ルーＩ擁
０ 5０ 1０００
％
5０１０００
％
5０ １００
％
質問の内容＊
どちらかと言えば肯定的（欲しい，必要） どちらかと言えば否定的（欲しくない，不要）
解放感そこにいるときは家族から解放されてホッとする
（家族から解放されて1人になりたいときがある）
便宜性自分の物を自由に置いたり，やりかけのままにで
きるので便利（自分の自由にできる空間がほしい
し，必要）
家族との接触家族各々がプライベートな空間を持つことはいい
（個人のプライバシーは大切なので，できれば欲し
い）
そこにいても家族が気になったりさびしくなった
りして落ち着かない（いつでも家族の傍にいたい）
片付ける場所が－つ余分にあるようで面倒（掃除
や片付けの場所が増えるのは嫌）
そこにいると家族のコミュニケーションが減る
(家族とのコミュニケーションが減るので持ちたく
ない）
*上段：個人的空間の「あり」主婦層向け，下段（）内：個人的空間の「なし」主婦層向け．ただし以下の不明を除く
個人的空間の有無が不明(5)，（個人的空間の「あり」主婦層の）必要性の有無が不明（22)，（個人的空間の「なし」
主婦層の）希望の有無が不明(8)．
図１０．個人的空間についての意識（個人的空間「なし」層との比較）
ず「不要」と思っている層，「なし」で「欲しくない」
と思っている層，の４グループに分けて，家族からの
解放に関する意識（以下「解放感」とする)，持ち物
の管理や使用上の便宜に関する意識（同「便宜性｣)，
プライバシー確保と家族との接触に関する意識（同
「家族との接触｣）を調べた結果は，図１０に示すとお
りである．なお「解放感」「便宜性」「家族との接触」
については，個人的空間に賛成を意味する内容（肯定
的）と反対を意味する内容（否定的）を対で示して
「あなたの考え方に近いのはどちらか」と尋ね，いず
(930）8０
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高学歴主婦の個人的空間確保の実態と意識
れかを選択する質問形式にした．また，その尋ね方は
個人的空間「あり」の主婦向け，「なし」の主婦向け
の，それぞれに相応しいと思われる文章表現を用いた．
その結果は，「解放感」「便宜性」の意識のいずれに
ついても個人的空間「あり」層で肯定意識がもっとも
高く，次いで個人的空間「なし」であるが欲しいと思
っている層となっている．個人的空間「あり」にもか
かわらず不要と思っている層では，「落ち着かない」
(5/２１，２割強)，「片づけが面倒」（6/２１，３割弱）の
否定意識が若干みられるものの，６～７割が「解放感」
｢便宜性」の点で個人的空間を肯定的にとらえている．
しかし個人的空間「なし」で欲しくないと思っている
層では，「いつでも家族の傍にいたい」が６割弱（53／
90)，「掃除や片づけの場所が増えるのは嫌」が５割弱
(41/90）を占め，個人的空間否定意識が相対的に高い．
一方「家族との接触」の意識については，図１０に
示すように個人的空間が必要・欲しいと思っている層
と，不要.欲しくないと思っている層では相反する違
いがみられる．したがって「家族との接触」の意識，
すなわちプライバシー重視か，コミュニケーション重
視か，が個人的空間の評価を左右する要因になると考
えられる．
２）家族とのコミュニケーション
「家族との接触」の意識，とくに家族とのコミュニ
ケーションについて分析してみる．すなわち，個人的
空間「あり」の場合，家族とのコミュニケーションが
減ると思うかどうかについて，主婦の職業の状態（時
間的拘束の程度）による影響を調べた．その結果，図
１１に示すように専業主婦や内職・パートなどの主婦
が，常勤雇用者・自宅外自営業の主婦より「減ると思
う」割合が高い（ｘ２乗検定により５％水準で有意差
あり)．つまり家族との接触可能時間が比較的長いと
思われる主婦層の方が「コミュニケーションが減る」
ことを危'|具する傾向がみられることがわかった．
したがって「家族とのコミュニケーションが減る」
という意識には，個人的空間使用に伴う物理的要因
(顔を合わせにくい，一緒にいないから話せない，な
ど）よりも主婦自身の主観的要因（淋しい，不安，な
ど）がより強く作用しているものと思われる．
一方，個人的空間「あり」の主婦のうち「コミュニ
ケーションが減る」と答えた主婦は１割（48/467）で
あるが，その使用頻度をみると，「毎日使う」「時々使
う」を合わせて８割強（(26＋13)/48）を占めている．
つまり「コミュニケーションが減る」と１割の主婦は
経験上思うものの，その大半が使用している現状であ
る．これらの結果より，主婦が個人的空間を持つと
｢家族とのコミュニケーションが減る」という危I倶は
あるものの「だから使用しない」とするほどの強い影
響力があるとは考えられない．
３）家族の家事参加と個人的空間の有無
家族の個別化が進めば，家族がバラバラになるか，
もしくは，まとまろうとするかの，二面性があるとい
う意見がある（長津1995)．本研究では，家族がまと
まろうとする方向，つまり生活的自立を通じて家族が
まとまろうとする意識が芽生え育成されるのではない
か，という観点に立っている．具体的に言うと，主婦
の個人的空間の保持→主婦の個人`性の確立→家事に関
し主婦に安易に頼れない→家族の家事参加の機会が増
加→家族がまとまろうとする意識の形成→家族の生活
的自立の育成，という流れである．
そこで個人的空間の有無が家族の家事参加にどの程
度関わっているかについて調べてみた．図１２に示す
ように，個人的空間「あり」の方がやや手伝う傾向が
あるものの，明らかな結果は得られなかった．
今日では，家事労働などの生活技術の方法は変化し，
主婦しかできないという家事労働はほとんどなくなっ
た．家族が家事参加の機会を多く持って，家事意識が
育成されれば家族の生活的自立への可能性は高い．そ
家族とのコミュニ
ケーションが減る
プライペート空間
を持つことはいい
１）常勤恩用者自宅外目
2）無職・自宅自営薬・内職
Ｎ
０ ２０４０６０８０100％
！）は時間的拘束がやや強いと思われる仕駆内容
２）はＩ）に比べて時間的拘束力廟いと思われる仕事内容でパートアルバイトなど含む
図１１．主婦の個人的空間「あり」による「家族との
接触」意識一主婦の職業状態別
Ｎ
020４０６０８０100％
図12．個人的空間の有無別家族の家事参加状態
(931） 8１
日本家政学会誌ＶｏＬ４８ＮｏｌＯ（1997）
下綾子（大阪ガス・ハウゼコール）さんに，そして調
査の実施にあたり京都府立大学の卒業生に，多大のご
協力をいただきました．深く感謝の意を表します．本
研究は，平成６，７年度の文部省科学研究費補助金(一
般研究ｃ）の交付により実施し，本報告の一部は㈱
日本家政学会第４７回大会（1995）において発表した
ものである．
の方策の一つとして主婦の個人的空間の確保が考えら
れる．今後どのような個人的空間にその可能性がある
かについて，具体的に明らかにする必要があるだろう．
４．要約
高学歴を持ち，生活科学の素養がある主婦層を対象
に個人的空間の所有実態と意識について調べ，次のよ
うな結果を得た゛なお本報における個人的空間とは，
｢自分の個室，あるいは自分専用の空間を持っている」
場合の，その空間を指している．
（１）個人的空間「あり」の主婦は全調査対象者のう
ち６割弱であり，そのうち「独立タイプ」を持つ主婦
は，約５割である．
（２）個人的空間「あり」の主婦の割合は，現在「子
供あり」より「子供なし」の方が高い傾向がみられる．
（３）現在「子供あり」の家族では，主婦の個人的空
間「あり」の割合が子供の成長にともなって高まる傾
向がみられる．
（４）主婦の個人的空間「あり」の割合は，親同居の
方が親非同居よりも高い傾向がみられる．
（５）個人的空間の使用内容は，「趣味」や「仕事」
の割合が比較的高く，「家事」は３割弱で比較的低い．
（６）主婦の個人的空間は，家族からの解放感，自由
に使用できるという便宜性，プライバシー保持の点で
｢あり」層の評価が高い．
（７）主婦の個人的空間「あり」の割合は，同居家族
1人当たり４０，２以上の住宅面積の場合に，「なし」
の割合より高くなる．
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